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「
う
つ
ゝ
に
は
ま
し
て
人
め
を
つ
ゝ
む
こ
と
の
し
ら
る
ゝ
な
り
」

―
―
『
古
今
和
歌
集
』
五
五
九
番
歌
の
係
助
詞
「
や
」
と

助
動
詞
「
ら
む
」
と
の
解
釈
に
つ
い
て
―
―

色
川

大
輔

キ
ー
ワ
ー
ド
：
疑
問
副
詞
句
、
係
助
詞
「
や
」、
助
動
詞
「
ら
む
」、

『
古
今
余
材
抄
』、『
古
今
集
遠
鏡
』

一
、
は
じ
め
に

桑
原
博
史
監
修
『
新
明
解
古
典
シ
リ
ー
ズ

１

万
葉
集
・
古
今

集
・
新
古
今
集
』（
三
省
堂
、
平
成
二
年
九
月
。
担
当
執
筆
者
は
宮
地

幸
子
・
島
原
信
義
・
田
辺
俊
一
郎
）
と
い
う
学
習
参
考
書
が
あ
る
。

先
日
書
店
の
店
頭
で
見
か
け
、
一
冊
本
の
詞
華
集
と
し
て
は
廉
価
で

注
釈
も
行
き
届
い
て
お
り
三
大
集
の
抜
萃
を
読
む
に
上
乗
の
も
の
と

思
い
、
求
め
眺
め
て
い
た
と
こ
ろ
、『
古
今
和
歌
集
』
五
五
九
番
歌
と

そ
の
解
説
が
目
に
留
ま
っ
た
。

住⑫

の
江
の
岸⑬

に
寄
る
波
よ⑭

る
さ
へ
や
夢⑮

の
通
ひ
路
人⑯

目
よ
ぐマ
マ

ら

む
（
二
五
八
頁
）

（
住⑫

の
江
の
岸⑬

に
寄
る
波
）（
昼
間
、
ま
こ
と
に
通
う
道
な
ら
ば

と
も
か
く
）
夜⑭

ま
で
も
、
夢⑮

の
う
ち
の
通
う
道
で
、
ど
う
し
て

（
あ
な
た
は
）
人⑯

目
を
は
ば
か
っ
て
避
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。（
二
五
八
頁
。
傍
線
は
引
用
者
）

夜
ま
で
も
。「
や
」
は
疑
問
の
係
助
詞
。（
二
五
九
頁
）

「
ら
む
」
は
、
現
在
に
関
す
る
推
量
の
助
動
詞
。
上
に
「
な
ぜ
」

と
い
う
よ
う
な
語
を
補
っ
て
解
す
る
。（
二
六
〇
頁
。
傍
線
は

引
用
者
）

一
部
引
用
に
傍
線
を
付
し
た
が
、
和
歌
本
文
中
に
は
該
当
す
る
語
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の
無
い
「
ど
う
し
て
」
と
い
う
副
詞
句
が
使
用
し
て
あ
る
。
お
研
究

者
様
お
学
者
様
が
ど
う
思
う
か
知
ら
な
い
が
、
筆
者
は
、
こ
の
訳
出

法
を
見
て
、『
古
今
和
歌
集
』
八
四
番
歌
の
伝
統
的
な
解
法
を
想
起
し

た
。
同
文
献
よ
り
記
事
を
以
下
に
引
く
。

久⑱

方
の
光
の
ど
け
き
春
の
日
に
静し
づ

⑲

心
な
く
花⑳

の
散
る
ら
む
（
二

一
〇
頁
）

（
久⑱

方
の
）
日
の
光
が
こ
ん
な
に
の
ど
か
な
春
の
日
に
、
ど
う

し
て
こ
ん
な
に
落⑲

ち
着
い
た
心
も
な
く
花⑳

が
散
っ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。（
二
一
〇
頁
。
傍
線
は
引
用
者
）

⑳
花
の
散
る
ら
む

ふ
つ
う
に
は
、
上
に
「
な
ぜ
」
と
い
う
よ

う
な
語
を
補
っ
て
解
す
べ
き
と
こ
ろ
と
さ
れ
て
い
る
。「
ら
む
」

は
現
在
に
関
す
る
推
量
の
助
動
詞
で
、
①
目
に
見
え
な
い
も
の

に
つ
い
て
、「
…
し
て
い
る
だ
ろ
う
」
と
推
量
す
る
場
合
、
②
あ

る
事
柄
を
見
聞
き
し
て
、
そ
の
か
げ
に
あ
る
原
因
・
理
由
な
ど

を
「
…
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
」
と
推
量
す
る
場
合
と
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
②
。「
ど
う
し
て
落
ち
つ
い
た
心
も
な
く
花
が
散
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
」、
の
意
。（
二
一
一
頁
。「
上
に
」
以
下
の
傍

線
は
引
用
者
）

手
法
と
し
て
は
、
文
中
に
無
い
原
因
・
理
由
の
疑
問
を
表
す
副
詞

相
当
の
語
「
な
ぜ
」
を
補
っ
て
解
す
る
と
い
う
同
一
の
手
法
を
採
っ

て
い
る
。
こ
の
解
法
そ
れ
自
体
は
、
八
四
番
歌
や
そ
の
類
歌
に
つ
い

て
、『
春
樹
顕
秘
抄
』
や
『
春
樹
顕
秘
増
抄
』
と
い
っ
た
中
世
末
近
世

初
期
の
て
に
を
は
秘
伝
書
類
以
来
行
わ
れ
、
現
在
も
承
認
、
継
承
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
筆
者
が
不
思
議
に
思
っ
た
の
は
、
五
五
九
番
歌
に
は
八

四
番
歌
に
は
無
い
係
助
詞
「
や
」
の
存
在
が
あ
り
、
施
注
者
自
身
も

上
掲
の
と
お
り
そ
の
存
在
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

管
見
の
限
り
で
は
、
係
助
詞
「
や
」
の
用
い
ら
れ
た
和
歌
に
つ
い

て
、
こ
の
よ
う
に
疑
問
副
詞
句
を
補
っ
て
解
釈
す
る
解
法
の
採
用
を

議
論
し
た
も
の
を
見
た
覚
え
が
な
い
。

疑
問
の
係
助
詞
「
や
」
が
あ
れ
ば
、
助
動
詞
「
ら
む
」
の
推
量
・

疑
い
の
焦
点
も
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
何
も
殊
更
に
疑
問

副
詞
を
補
う
必
要
も
無
か
ろ
う
と
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
何
故
こ
の

よ
う
な
解
法
が
取
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
現
代
日
本
で
は
こ
の
疑

問
副
詞
句
を
補
う
解
法
は
い
か
な
る
運
用
を
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
と
い
う
疑
問
に
達
し
た
。
本
稿
は
こ
の
疑
問
を
辿
っ
て
み
た

も
の
で
あ
る
。

― 19 ―



20-12-023　02_縦組-色川氏.mcd  Page 3 21/02/02 18:15  v5.51

二
、
現
代
日
本
の
注
釈
書
類
に
お
け
る
解

こ
こ
で
は
、
右
の
『
古
今
和
歌
集
』
五
五
九
番
歌
に
つ
い
て
、
現

代
日
本
に
お
け
る
解
法
の
傾
向
を
、注
釈
書
類
を
通
じ
て
見
て
い
く
。

『
古
今
和
歌
集
』
五
五
九
番
歌
は
『
小
倉
百
人
一
首
』
の
一
八
番
目
の

収
載
歌
で
も
あ
る
の
で
、『
小
倉
百
人
一
首
』
の
注
釈
書
・
解
説
書
類

も
対
象
に
し
た
。
仰
々
し
い
節
の
題
だ
が
管
見
に
及
ん
だ
と
こ
ろ
の

注
釈
書
類
は
、
刊
行
年
順
に
排
列
す
る
と
、
下
記
の
と
お
り
の
さ
さ

や
か
な
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
以
下
、
各
注
釈
書
類
に
つ
い
て
は

頭
書
の
算
用
数
字
で
呼
称
す
る
。

１
、

佐
伯
梅
友
校
注『
日
本
古
典
文
学
大
系

８

古
今
和
歌
集
』

（
岩
波
書
店
、
昭
和
三
三
年
三
月
）

２
、

小
沢
正
夫
校
注
・
訳
『
日
本
古
典
文
学
全
集

７

古
今
和

歌
集
』（
小
学
館
、
昭
和
四
六
年
四
月
）

３
、

窪
田
空
穂
訳
「
古
今
和
歌
集
」（
久
松
潜
一
他
責
任
編
集
・
窪

田
空
穂
他
訳『
現
代
語
訳

日
本
の
古
典

古
今
和
歌
集
他
』

10

〈
河
出
書
房
新
社
、
昭
和
四
七
年
一
月
〉）

４
、

奥
村
恒
哉
校
注
『
新
潮
日
本
古
典
集
成

古
今
和
歌
集
』（
新

潮
社
、
昭
和
五
三
年
七
月
）

５
、

佐
伯
梅
友
校
注
『
古
今
和
歌
集
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
五
六
年

一
月
）

６
、

小
島
憲
之
・
新
井
栄
蔵
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
５

古
今
和
歌
集
』（
岩
波
書
店
、
平
成
元
年
二
月
）

７
、

小
沢
正
夫
・
松
田
成
穂
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全

集

古
今
和
歌
集
』（
小
学
館
、
平
成
六
年
一
一
月
）

11

８
、

片
桐
洋
一『
古
今
和
歌
集
全
評
釈（
中
）
―
全
三
巻
―
』（
講

談
社
、
平
成
一
〇
年
二
月
）

９
、

島
津
忠
夫
訳
注
『
新
版

百
人
一
首
』（
K
A
D
O
K
A
W
A
、

平
成
一
一
年
一
一
月
新
版
）

、

片
桐
洋
一
『
原
文
＆
現
代
語
訳
シ
リ
ー
ズ

古
今
和
歌
集
』

10
（
笠
間
書
院
、
平
成
一
七
年
九
月
）

、

高
田
祐
彦
訳
注
『
新
版

古
今
和
歌
集

現
代
語
訳
付
き
』

11
（
K
A
D
O
K
A
W
A
、
平
成
二
一
年
六
月
）

、

谷
知
子
編
『
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス

日
本
の
古
典

12

百
人
一
首
（
全
）』（
K
A
D
O
K
A
W
A
、
平
成
二
二
年
一
月
）

、

吉
海
直
人
監
修
『
世
界
で
い
ち
ば
ん
素
敵
な
百
人
一
首
の
教

13

室
』（
三
才
ブ
ッ
ク
ス
、
令
和
元
年
一
〇
月
）

、

マ
ー
ル
社
編
集
部
編
『
カ
ラ
ー
文
庫

百
人
一
首
』（
マ
ー
ル

14
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社
、
令
和
元
年
一
一
月
）

な
お
、
西
下
経
一
校
註
『
日
本
古
典
全
書

古
今
和
歌
集
』（
朝
日

新
聞
社
、
昭
和
二
三
年
九
月
）
に
つ
い
て
も
確
認
す
る
こ
と
は
得
た

が
、
施
注
事
項
に
助
動
詞
「
ら
む
」
に
関
わ
る
記
述
が
無
か
っ
た
の

で
、
以
下
の
分
析
に
は
含
ま
な
い
。

８
と

と
は
同
一
著
者
の
手
に
か
か
る
も
の
で

の
方
が
刊
行
年

10

10

が
後
発
の
も
の
で
あ
る
が
、

本
書
『
古
今
和
歌
集
』
は
「
全
対
訳

日
本
古
典
新
書
」
と

し
て
一
九
八
〇
年
に
創
英
社
か
ら
刊
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ

を
全
面
的
に
改
訂
を
施
し
て
、
公
刊
し
た
も
の
で
す
。（
二
頁
）

と
注
記
が
あ
る
の
で
、

か
ら
８
に
解
釈
が
展
開
し
た
も
の
と
も
考

10

え
ら
れ
る
。

ま
た
、
今
回
は
筆
者
が
案
内
に
暗
い
学
習
参
考
書
類
に
お
け
る
記

事
も
少
し
集
め
て
み
た
。
こ
こ
に
は
冒
頭
に
示
し
た
桑
原
博
史
監
修

『
新
明
解
古
典
シ
リ
ー
ズ

１

万
葉
集
・
古
今
集
・
新
古
今
集
』

も
含
む
。
管
見
に
及
ん
だ
も
の
は
下
記
の
と
お
り
。

、

桑
原
博
史
監
修
『
新
明
解
古
典
シ
リ
ー
ズ

１

万
葉
集
・

15

古
今
集
・
新
古
今
集
』（
三
省
堂
、
平
成
二
年
九
月
。
担
当
執
筆

者
は
宮
地
幸
子
・
島
原
信
義
・
田
辺
俊
一
郎
）

、

山
田
繁
雄
著
・
渡
辺
福
男
画
『
イ
ラ
ス
ト
学
習
古
典

百
人

16

一
首
』（
三
省
堂
、
平
成
五
年
一
月
）

、

青
木
五
郎
他
監
修『
ク
リ
ア
カ
ラ
ー
国
語
便
覧
』（
数
研
出
版
、

17

平
成
二
四
年
一
一
月
第
四
版
）

、

鈴
木
日
出
男
他
『
シ
グ
マ
ベ
ス
ト

原
色
百
人
一
首
』（
文
英

18

堂
、
平
成
二
六
年
一
二
月
）

、

糸
井
通
浩
・
中
西
久
幸
『
風
呂
で
覚
え
る
百
人
一
首
﹇
改
訂

19

版
﹈』（
教
学
社
、
平
成
二
七
年
五
月
）

、

足
立
直
子
他
監
修
『
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ラ
ー
国
語
便
覧
』（
数
研

20

出
版
、
平
成
二
九
年
一
一
月
）

、

上
原
雅
志
『
三
十
一
文
字
で
古
文
を
攻
略
！

和
歌
で
身
に

21

つ
く
古
典
文
法
』（
駿
台
文
庫
、
平
成
三
〇
年
八
月
）

山
口
明
穂
・
秋
本
守
英
編
『
日
本
語
文
法
大
辞
典
』（
明
治
書
院
、

平
成
一
三
年
三
月
）
に
よ
る
と
、
助
動
詞
「
ら
む
」
の
用
法
を
、
以

下
の
三
種
に
分
け
ら
れ
る
。

①
現
在
推
量
。
現
在
起
こ
っ
て
い
て
、
話
し
手
が
確
認
し
て

い
な
い
事
柄
や
そ
の
状
態
を
推
量
・
想
像
す
る
。（
八
四
〇
頁
）

②
原
因
推
量
。
現
在
起
こ
っ
て
い
て
話
し
手
が
確
認
し
て
い

る
事
柄
に
つ
い
て
、
そ
の
原
因
や
理
由
が
ど
ん
な
こ
と
で
あ
る
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か
を
推
量
・
想
像
す
る
意
を
表
す
。（
八
四
〇
頁
）

③
原
因
推
究
。
現
在
起
こ
っ
て
い
て
話
し
手
が
確
認
し
て
い

る
事
柄
に
つ
い
て
、
ど
う
し
て
そ
う
な
の
か
、
な
ぜ
そ
う
な
の

か
と
、
そ
の
原
因
・
理
由
・
手
段
な
ど
を
推
究
す
る
意
を
表
す
。

（
八
四
一
頁
）

調
査
し
た
文
献
の
通
釈
類
の
解
釈
を
、
右
の
三
種
に
分
類
し
た
も
の

を
、
以
下
に
示
す
。
同
一
文
献
の
内
部
で
、
訳
と
注
釈
と
の
間
な
ど

で
分
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

①

現
在
推
量
（
九
文
献
）

１
、
昼
は
止
む
を
得
な
い
に
し
て
も
、
夜
ま
で
も
、
…
あ
の
人
が
人

目
を
避
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。（
二
一
四
頁
）

２
、
住す

み

江の
え

の
岸
に
は
波
が
寄﹅

る﹅

。
ま
さ
に
そ
の
夜﹅

の
夢
の
中
の
通
り

道
で
さ
え
、
あ
な
た
は
人
目
を
避
け
よ
う
と
な
さ
る
の
か
。

２
、
人
目
（
第
三
者
の
目
）
を
避
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。（
二
三
八

頁
頭
注
。
７
の
頭
注
も
同
文
）

３
、
住
江
の
岸
に
寄
る
波
の
、
そ
の
寄
る
に
ゆ
か
り
あ
る
夜
ま
で
も
、

夢
は
そ
の
通
い
路
で
、
人
目
を
避
け
て
、
思
う
人
の
所
ま
で
は
行

き
着
け
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。（
八
五
頁
）

４
、
住
の
江
の
岸
に
寄
る
波
、
そ
の
夜よ

る

の
中
で
往
き
来
す
る
時
ま
で

も
、
あ
な
た
は
人
目
を
避
け
て
、
私
と
逢
っ
て
は
下
さ
ら
な
い
の

で
あ
ろ
う
か
。（
二
〇
一
頁
）

５
、
人
目
の
心
配
の
な
い
夜
の
夢
の
中
の
通
路
で
ま
で
、
あ
の
人
は

人
目
を
避
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。（
一
三
九
頁
）

７
、
住す

み

江の
え

の
岸
に
波
が
寄﹅

る
ま
さ
に
そ
の
夜﹅

の
夢
の
中
の
通
い
路
で

さ
え
、
あ
な
た
は
人
目
を
避
け
て
私
と
逢
お
う
と
し
な
い
で
あ
ろ

う
。（
二
二
三
頁
）

、
住
の
江
の
岸
に
寄
せ
る
波
…
…
夜
さ
え
、
夢
の
通
い
路
で
人
目

10
を
避
け
て
、
私
と
逢
っ
て
く
だ
さ
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。（
二

三
四
頁
）

、
住
の
江
の
岸
に
寄
る
波
、
昼
だ
け
で
な
く
夜
ま
で
も
、
夢
の
通

11
い
路
で
人
目
を
避
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。（
二
六
五
頁
）

、
住
の
江
の
岸
に
は
波
が
寄
る
と
い
う
の
に
、
そ
の
「
寄
る
」
な

12
ら
ぬ
「
夜
」
ま
で
も
、
夢
の
通
い
路
で
の
人
目
を
避
け
て
、
私
に

逢あ

っ
て
く
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。（
五
二
頁
）

②

原
因
推
量
（
二
文
献
）

２
、
歌
謡
的
な
リ
ズ
ム
に
乗
っ
た
歌
で
あ
る
が
、
恋
人
を
夢
に
見
ら

れ
な
い
こ
と
を
、
相
手
が
人
目
を
避
け
て
い
る
た
め
か
と
い
っ
た

の
は
技
巧
的
で
あ
る
。（
二
三
八
頁
）
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７
、
恋
人
を
夢
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
、
相
手
が
人
目
を
避
け
て
い

る
た
め
か
と
い
っ
た
の
は
技
巧
的
で
あ
る
。（
二
二
三
頁
）

③

原
因
推
究
（
五
文
献
）

６
、
住
の
江
の
岸
に
寄
っ
て
来
る
波
の
よ
う
に
な
び
き
寄
る
こ
の
夜

ま
で
も
、
ど
う
し
て
夢
の
中
の
通
い
路
で
人
目
を
避
け
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
だ
ろ
う
か
。（
一
七
六
頁
。
傍
線
は
引
用
者
）

８
、
住
の
江
の
岸
に
寄
る
浪
の
よ
う
に
絶
え
る
こ
と
な
く
通か
よ

っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
あ
な
た
は
、
夢
の
通
い
路
に
お
い
て
さ
え
、
ど
う
し

て
人
目
を
避
け
る
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。（
四
三
六
頁
・
四
三

七
頁
。
傍
線
は
引
用
者
）

８
、「
よ
く
ら
む
」
の
「
ら
む
」
は
原
因
推
究
の
意
の
「
ら
む
」
で
、

「
ど
う
し
て
夜
の
夢
に
お
い
て
ま
で
人
目
を
避
け
る
の
だ
ろ
う
か
」

と
い
ぶ
か
っ
て
み
せ
る
表
現
で
あ
る
。（
四
三
七
頁
。
傍
線
は
引

用
者
）

９
、
住
の
江
の
岸
に
よ
る
波
で
は
な
い
が
、
人
目
の
憚
ら
れ
る
昼
ば

か
り
で
な
く
、
夜
ま
で
も
、
そ
の
夢
の
中
の
通
い
路
で
、
あ
な
た

は
ど
う
し
て
人
目
を
避
け
よ
う
と
な
さ
る
の
だ
ろ
う
か
。（
四
八

頁
。
傍
線
は
引
用
者
）

、
住
の
江
の
海
岸
に
波
が
打
ち
寄
せ
る
よ
う
に
、
夜
に
見
る
夢
の

13

中
で
さ
え
、
ど
う
し
て
あ
な
た
は
人
目
を
避
け
て
、
会
い
に
き
て

く
れ
な
い
の
。（
三
五
頁
。
傍
線
は
引
用
者
）

、
住
の
江
の
岸
に
打
ち
寄
せ
る
波
の
よ
う
に
、
あ
な
た
に
寄
り
た

14
い
と
願
っ
て
い
る
の
に
、
こ
の
頃
は
夜
の
夢
の
中
に
も
恋
人
は
現

れ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
夢
の
中
の
通
い
路
で
さ
え
人
目
を
避
け
よ
う

と
す
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。（
二
七
頁
。
傍
線
は
引
用
者
）

こ
れ
に
対
し
て
、
筆
者
の
見
た
学
習
参
考
書
類
に
お
い
て
は
、
原

因
推
量
と
原
因
推
究
と
の
二
種
に
分
か
れ
は
す
る
も
の
の
、
お
お
む

ね
原
因
推
究
が
優
勢
の
よ
う
で
あ
る
。

②

原
因
推
量
（
一
文
献
）

、
住す

み

の
江え

の
岸
に
寄
る
波
の
よ﹅

る﹅

で
は
な
い
が
、
夜
で
も
夢
の
通

18
い
路
を
通
っ
て
逢あ

え
な
い
の
は
、
あ
の
人
が
夢
の
中
で
も
人
目
を

避
け
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。（
三
八
頁
）

③

原
因
推
究
（
六
文
献
）

、（
住⑫

の
江
の
岸⑬

に
寄
る
波
）（
昼
間
、
ま
こ
と
に
通
う
道
な
ら
ば

15
と
も
か
く
）
夜⑭

ま
で
も
、
夢⑮

の
う
ち
の
通
う
道
で
、
ど
う
し
て
（
あ

な
た
は
）人⑯

目
を
は
ば
か
っ
て
避
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。（
二

五
八
頁
。
傍
線
は
引
用
者
）

、
住
の
江
の
岸
に
寄
る
波
の
、
そ
の
「
よ
る
」
で
は
な
い
が
、
昼

16
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な
ら
と
も
か
く
、
夜
ま
で
も
、
夢
の
中
で
思
う
人
の
も
と
に
通
っ

て
い
く
道
で
、
私
は
、
ど
う
し
て
人
目
を
避さ

け
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。（
三
六
頁
。
傍
線
は
引
用
者
）

、
住
の
江
の
岸
に
う
ち
寄
せ
る
波
の
「
よ
る
」
で
は
な
い
が
、
な

17
ぜ
夜
の
夢
の
中
で
も
あ
な
た
は
人
目
を
避
け
る
の
だ
ろ
う
か
。

（
逢
っ
て
く
れ
な
い
の
か
。）（
八
五
頁
。
傍
線
は
引
用
者
）

、
住
の
江
の
岸
に
波
が
「
寄
る
」
と
い
う
言
葉
に
言こ
と

寄よ

せ
て
、「
夜
」

19
に
は
寄
り
添
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
。
し
か
し
そ
の
夜
ま
で

も
、
人
目
を
憚
る
必
要
も
な
い
夢
の
通
い
路
な
の
に
、
ど
う
し
て

あ
な
た
は
人
目
を
避
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。（
二
五
頁
。
傍
線

は
引
用
者
）

、
住
の
江
の
岸
に
う
ち
寄
せ
る
波
の
「
よ
る
」
で
は
な
い
が
、
な

20
ぜ
夜
の
夢
の
中
で
も
あ
な
た
は
人
目
を
避
け
る
の
だ
ろ
う
か
。

（
一
〇
五
頁
。
傍
線
は
引
用
者
）

、
住
之
江
の
岸
に
寄
る
波
で
は
な
い
が
、
夜
ま
で
も
、
夢
の
通
い

21
路
を
、
あ
の
人
は
ど﹅

う﹅

し﹅

て﹅

人
目
を
避
け
て
通
っ
て
来
な
い
の
だ

ろ
う
。（
五
二
頁
。
傍
点
マ
マ
。
傍
線
は
引
用
者
）

夢
の
中
で
も
恋
人
が
現
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
原
因
・
理
由
を

推
量
し
て
い
る
と
い
う
の
が
、
学
校
参
考
書
類
で
は
共
通
し
た
解
釈

の
よ
う
で
あ
る
。

「
人
目
よ
ぐ
」を
夢
に
現
れ
な
い
こ
と
の
原
因
・
理
由
と
す
る
の
か
、

「
よ
る
さ
へ
や
夢
の
通
ひ
路
人
目
よ
ぐ
」
全
体
を
推
量
対
象
外
の
事

実
と
し
て
、
そ
の
事
実
の
原
因
・
理
由
を
疑
う
表
現
で
あ
る
と
考
え

る
の
か
と
い
う
点
に
対
立
が
あ
る
。

そ
し
て
、
以
上
か
ら
見
え
る
の
は
、
こ
の
歌
が
係
助
詞
「
や
」
に

よ
る
焦
点
化
を
持
っ
て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
疑
問
副
詞
句
を
補

う
解
釈
が
か
な
り
の
程
度
容
認
さ
れ
て
い
る
と
い
う
現
実
で
あ
る
。

三
、「
ど
う
し
て
」
―
―
そ
の
生
成
の
理
路
に
つ
い
て
―
―

『
古
今
和
歌
集
』
八
四
番
歌
に
用
い
ら
れ
た
類
の
助
動
詞
「
ら
む
」

に
つ
い
て
文
中
に
焦
点
を
求
め
る
解
釈
説
は
現
在
否
定
さ
れ
て
い

る
。
野
村
剛
史
「
三
代
集
ラ
ム
の
構
文
法
」（
川
端
善
明
・
仁
田
義
雄

『
日
本
語
文
法

体
系
と
方
法
』〈
ひ
つ
じ
書
房
、
一
九
九
七
年
一
〇

月
〉
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

古
今
八
四
歌
の
よ
う
な
場
合
に
、「
し
づ
心
な
く
」
な
ど
文
の

一
部
に
推
量
が
向
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
説
が
あ
る
。
し
か
し

古
代
語
で
は
、
文
の
焦
点
的
部
分
は
原
則
と
し
て
係
り
結
び
に

よ
っ
て
示
さ
れ
る
の
で
あ
り
（
係
り
結
び
が
焦
点
設
定
の
必
要
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条
件
と
な
る
）、
こ
の
歌
に
関
し
て
は
部
分
推
量
の
よ
う
な
説

は
や
は
り
無
理
で
あ
ろ
う
。
句
が
連
体
止
め
に
な
っ
て
い
る
理

由
も
説
明
で
き
な
い
。
そ
も
そ
も
こ
の
種
の
ラ
ム
を
ラ
ム
の
本

質
的
性
格
か
ら
説
明
し
よ
う
と
す
る
と
ど
う
し
て
も
無
理
が
生

ず
る
。（
一
九
一
頁
）

そ
れ
で
は
、『
古
今
和
歌
集
』
五
五
九
番
歌
に
つ
い
て
は
、「
文
の

焦
点
的
部
分
」
は
係
助
詞
「
や
」
に
よ
っ
て
明
示
さ
れ
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
ど
の
よ
う
な
理
路
に
よ
っ
て
、
疑
問
副
詞
句
を
補
う
解

釈
が
成
立
し
う
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
こ
こ
で
検
討
し
て
み
る
。

疑
問
副
詞
句
を
補
う
解
釈
は
、「
原
因
推
究
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る
が
、
こ
の
用
法
に
つ
い
て
の
通
用
の
解
説
は
、
先
に
引
い
た
山

口
明
穂
・
秋
本
守
英
編
『
日
本
語
文
法
大
辞
典
』（
明
治
書
院
、
平
成

一
三
年
三
月
）
を
例
に
引
く
と
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
。

本
居
宣
長
『
古
今
集
遠
鏡
』
が
「
日
ノ
光
ノ
ノ
ド
カ
ナ
ユ
ル

リ
ト
シ
タ
春
ノ
日
ヂ
ヤ
ニ
、
ド
ウ
云イ

フ

事
デ
花
ハ
此
ヤ
ウ
ニ

サ

ワ
ワ
〳
〵
ト
心
ゼ
ワ
シ
ウ
チ
ル
コ
ト
ヤ
ラ
」
と
訳
し
、
富
士
谷

成
章
『
脚
結
抄
』
が
「
春
の
日
に
」
と
「
し
づ
心
な
く
」
と
の

間
に
「
ナ
ド
」
を
補
っ
て
示
す
な
ど
、
疑
問
詞
を
補
っ
て
解
す

る
こ
と
は
、
江
戸
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
。（
八
四
一
頁
）

一
つ
の
表
現
に
二
つ
の
意
味
を
持
た
せ
、
持
た
せ
ら
れ
た
二

つ
め
の
意
味
と
他
の
ど
こ
か
の
部
分
と
の
矛
盾
対
立
を
作
り
出

す
と
い
う
の
が
、
こ
れ
ら
の
歌
に
共
通
す
る
表
現
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
に
し
て
作
り
出
さ
れ
た
矛
盾
対
立
に
つ
い
て
、
疑
問
詞

を
補
っ
て
疑
問
点
と
し
て
示
す
か
、
矛
盾
対
立
を
矛
盾
対
立
と

し
て
推
量
的
に
表
現
し
た
と
す
る
か
が
、
論
の
分
か
れ
め
と

な
っ
て
く
る
。（
八
四
一
頁
・
八
四
二
頁
。
秋
本
守
英
執
筆
部

分
）

五
五
七
番
歌
の
矛
盾
対
立
に
つ
い
て
、
先
の
注
釈
書
類
が
説
明
し

て
い
る
の
で
、
以
下
に
掲
げ
て
お
く
。

夜
ま
で
も
。
裏
に
「
昼
は
い
う
ま
で
も
な
く
」
の
意
が
隠
さ

れ
て
い
る
。（
２
。
二
三
八
頁
）

夜
ま
で
も
。
裏
に
「
昼
は
い
う
ま
で
も
な
く
」
の
意
が
隠
さ

れ
て
い
る
。（
７
。
二
二
三
頁
）

夕
闇
の
頃
に
男
は
女
の
も
と
に
人
目
を
気
に
し
な
が
ら
通
っ

て
ゆ
く
も
の
だ
が
、
夕
闇
の
頃
で
は
な
く
、
夜
に
な
っ
て
ま
で
、

し
か
も
夢
の
中
に
お
い
て
さ
え
、
人
目
を
気
に
す
る
の
は
何
故

な
の
か
、
困
っ
た
も
の
だ
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。（
８
。

四
三
七
頁
）
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「
さ
へ
」
は
添
加
の
意
の
副
助
詞
。「
や
」
は
疑
問
の
係
助
詞
。

夜
ま
で
も
。（
９
。
四
八
頁
）

「
さ
へ
」は
、添て

ん

加か

。
昼
の
間
は
も
ち
ろ
ん
、夜
ま
で
も
の
意
。

（

。
三
七
頁
）

16「
さ
へ
」
は
添
加
の
副
助
詞
で
、
昼
間
は
も
ち
ろ
ん
、
夜
ま
で

も
、
の
意
。（

。
三
八
頁
）

18

つ
ま
る
と
こ
ろ
、「
昼
」
や
「
夕
闇
」
な
ど
、「
夜
」
よ
り
も
浅
い
時

間
帯
が
副
助
詞
「
さ
へ
」
に
よ
っ
て
示
唆
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
こ
と
の
指
摘
は
、
管
見
で
は
契
沖
の
指
摘
に
ま
で
遡
る
よ
う
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
注
は
そ
の
指
摘
を
踏
ま
え
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

契
沖『
古
今
余
材
抄
』（
久
松
潜
一
他
校
訂『
契
沖
全
集

第
八
巻
』

〈
岩
波
書
店
、
昭
和
四
八
年
三
月
〉）
の
指
摘
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

契
沖
『
百
人
一
首
改
観
抄
』（
久
松
潜
一
他
校
訂
『
契
沖
全
集

第
九

巻
』〈
岩
波
書
店
、
昭
和
四
九
年
四
月
〉）
に
も
同
文
の
指
摘
が
あ
る
。

〈
よ
る

(朱
)

〉
さ
へ
と
い
へ
る
に
て
、
う
つ
ゝ
に
は
ま
し
て
人
め
を

つ
ゝ
む
こ
と
の
し
ら
る
ゝ
な
り
。（
三
七
五
頁
）

こ
こ
か
ら
、「
う
つ
ゝ
」
と
「
夢
」
と
の
間
に
「
矛
盾
対
立
」
を
作

り
出
す
こ
と
に
よ
り
、「
原
因
推
究
」
の
解
釈
が
可
能
に
な
る
の
で
あ

ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
考
え
る
と
疑
問
副
詞
句
を
用
い
な
い
だ
け
で
な
く
、
文
中
に

矛
盾
と
な
る
「
う
つ
ゝ
」
に
ま
つ
わ
る
こ
と
を
も
置
か
ず
、
副
助
詞

「
さ
へ
」
だ
け
で
矛
盾
を
作
り
出
す
こ
の
五
五
九
番
歌
は
、
凄
ま
じ
い

技
巧
を
駆
使
し
た
も
の
で
、
歌
人
の
技
巧
の
極
致
を
示
し
た
も
の
の

よ
う
に
、
筆
者
に
感
じ
ら
れ
る
。

野
村
氏
は
「
春
の
色
の
い
た
り
い
た
ら
ぬ
里
は
あ
ら
じ
咲
け
る
咲

か
ざ
る
花
の
見
ゆ
ら
む
」（
二
〇
五
頁
）
な
ど
の
型
に
つ
い
て
、

い
さ
さ
か
無
理
の
あ
る
し
か
し
コ
ン
パ
ク
ト
な
、
古
今
的
時

代
の
和
歌
に
お
い
て
特
に
好
ま
れ
た
表
現
で
あ
る
と
と
も
に
、

「
何
（
か
）
…
ラ
ム
」
と
並
び
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
と
は
や

や
異
な
る
独
自
の
表
現
価
を
身
に
付
け
て
ゆ
く
こ
と
に
も
な

る
。
そ
れ
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る「
…
と
は
。」「
…
な
ん
て
。」

の
如
き
解
釈
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、「
…
と
は
」
は
「
…
と

は
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
。」
の
如
き
で
あ
り
、
本
来
原
因
推
量
で

あ
る
と
と
も
に
、
丁
度
そ
こ
か
ら
「
何
か
＝
ど
う
い
う
こ
と
だ
」

を
差
し
引
い
た
如
く
で
も
あ
る
。
よ
り
派
生
的
な
表
現
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。（
二
〇
九
頁
）

と
評
し
て
い
る
が
、
矛
盾
の
前
項
を
副
助
詞
「
さ
へ
」
だ
け
で
言
外

に
表
現
し
て
し
ま
う
五
五
九
番
歌
の
「
コ
ン
パ
ク
ト
」
さ
は
、
序
詞

― 26 ―



20-12-023　02_縦組-色川氏.mcd  Page 10 21/02/02 18:15  v5.51

ま
で
盛
っ
て
し
ま
う
そ
の
表
現
へ
の
貪
欲
さ
も
含
め
、
瞠
目
す
べ
き

も
の
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。

四
、
係
助
詞
「
や
」
に
つ
い
て

も
う
一
つ
問
題
に
な
る
の
が
係
助
詞
「
や
」
の
担
う
は
ず
の
疑
問

が
ど
こ
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
が
、
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
２
と
７
が
、『
古
今
和
歌
集
』
五
五
二
番
歌
と
絡
め

て
、

「
や
」
は
五
五
二
の
「
や
」
と
同
様
だ
が
、
こ
の
ほ
う
が
相
手

を
問
い
つ
め
る
意
が
強
い
。（
２
。
二
三
八
頁
）

「
や
」
は
第
三
句
の
終
り
に
移
し
て
訳
す
こ
と
が
で
き
る
が
、

感
動
を
表
わ
す
「
よ
」
に
近
い
。（
２
。
二
三
六
頁
）

「
や
」
は
五
五
二
の
「
や
」
と
同
様
だ
が
、
こ
の
ほ
う
が
相
手

を
問
い
詰
め
る
意
が
強
い
。（
７
。
二
二
三
頁
）

こ
の
「
や
」
は
感
動
を
表
す
「
よ
」
に
近
い
。（
７
。
二
二
一

頁
）

間
投
助
詞
の
よ
う
な
性
格
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
で
よ
い
と
い
う

つ
も
り
も
無
い
が
、
疑
問
よ
り
も
付
加
し
て
い
る
副
助
詞
「
さ
へ
」

に
対
す
る
焦
点
化
が
主
た
る
役
割
と
な
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
焦
点
化

に
よ
っ
て
、
副
助
詞
「
さ
へ
」
の
持
つ
添
加
の
意
を
強
調
し
、
言
外

の
「
う
つ
ゝ
」
と
の
矛
盾
を
焦
点
化
し
、「
原
因
推
究
」
の
醸
成
を
助

け
た
も
の
と
い
う
説
明
も
成
り
立
つ
で
あ
ろ
う
。
普
通
の
疑
い
の
係

助
詞
と
し
て
見
た
解
釈
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
、
説
明
を
付
け
る
に

は
こ
の
よ
う
な
操
作
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

な
お
、
こ
の
「
原
因
推
究
」
的
な
解
釈
は
本
居
宣
長
『
古
今
集
遠

鏡
』
が
既
に
行
っ
て
い
る
解
釈
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
て
お
く
。

昼
ホ
ン
マ
ニ
通
フ
道
デ
ハ
人
目
ヲ
ハ
ヾ
カ
ル
モ
ソ
ノ
ハ
ズ
ノ
事

ヂ
ヤ
ガ

一
二
夜ル

夢
ニ
通
フ
ト
見
ル
道
デ
マ
デ
人
目
ヲ
ハ
ヾ
カ

ツ
テ
ヨ
ケ
ル
ヤ
ウ
ニ
見
ル
ノ
ハ

ド
ウ
シ
タ
コ
ト
ヂ
ヤ
ヤ
ラ

（
大
久
保
正
編
『
本
居
宣
長
全
集

第
三
巻
』〈
筑
摩
書
房
、
昭

和
四
四
年
一
月
〉
一
五
八
頁
。
二
重
傍
線
は
引
用
者
）

『
古
今
集
遠
鏡
』の
例
言
で
は
、「
ら
ん
の
訳ウ

ツ
シ

は
、く
さ
〴
〵
あ
り
」

（
九
頁
）
と
し
て
様
々
な
訳
出
方
法
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

助
動
詞
「
ら
む
」
を
「
ヤ
ラ
」
と
訳
す
る
の
は
、

い
つ
の
人
ま
に
う
つ
ろ
ひ
ぬ
ら
ん
な
ど
は
、
イ
ツ
ノ
ヒ
マ
ニ
散

テ
シ
マ
ウ
タ
事
ヤ
ラ
と
訳
す
、
ヤ
ラ
ら
ん
に
あ
た
れ
り
、（
九

頁
・
一
〇
頁
）

と
見
え
、
係
助
詞
「
や
」
と
助
動
詞
「
ら
む
」
と
を
合
わ
せ
て
「
ヤ
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ラ
」
と
す
る
こ
と
も
、
同
じ
く

玉
か
づ
ら
今
は
た
ゆ
と
や
吹
風
の
音
に
も
人
の
き
こ
え
ざ
る
ら

ん
な
ど
の
た
ぐ
ひ
も
、
同
じ
く
上
へ
う
つ
し
て
、
や
と
合
せ
て
、

ヤ
ラ
と
訳
し
て
、
下ノ

句
を
ば
、
一
向
ニ
オ
ト
ヅ
レ
モ
セ
ヌ
と
、

落
し
つ
け
て
と
ぢ
む
、
こ
れ
ら
は
ら
ん
と
う
た
が
へ
る
事
は
、

上
に
あ
り
て
、
下
に
は
あ
ら
ざ
れ
ば
な
り
、（
一
〇
頁
）

な
ど
と
見
え
る
。

「
ド
ウ
シ
タ
コ
ト
ヂ
ヤ
」
は
、「
原
因
推
究
」
と
し
て
醸
成
さ
れ
て

補
わ
れ
た
疑
問
副
詞
句
を
表
現
し
た
と
見
る
に
足
り
る
も
の
で
あ
ろ

う
。

五
、『
古
今
集
遠
鏡
』
の
訳
に
お
け
る
係
助
詞
「
や
」

た
だ
し
、『
古
今
集
遠
鏡
』
の
五
五
九
番
歌
に
つ
い
て
の
解
は
、
疑

問
副
詞
句
を
補
う
解
釈
を
取
っ
て
い
る
八
四
番
歌
に
対
す
る
以
下
の

解
と
、
若
干
異
な
る
点
が
あ
る
。

日
ノ
光リ

ノ
ノ
ド
カ
ナ
ユ
ル
リ
ト
シ
タ
春
ノ
日
ヂ
ヤ
ニ

ド
ウ
云

事
デ
花
ハ
此
ヤ
ウ
ニ

サ
ワ
〳
〵
ト
心
ゼ
ワ
シ
ウ
チ
ル
コ
ト
ヤ

ラ
（
五
一
頁
）

八
四
番
歌
の
訳
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
だ
が
、五
五
九
番
歌
の
訳
に
は
、

八
四
番
歌
の
訳
に
あ
る
傍
線
が
無
い
の
で
あ
る
。

例
言
は
傍
線
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

又
か
た
へ
に
長
く
も
短
く
も
、
筋
を
引
た
る
は
、
歌
に
は
な
き

詞
な
る
を
、
そ
へ
て
い
へ
る
所
の
し
る
し
な
り
、（
一
二
頁
）

八
四
番
歌
の
「
ド
ウ
云
事
デ
」
は
こ
ち
ら
が
該
当
す
る
と
考
え
る
。

同
じ
く
例
言
中
に

上
に
や
何
な
ど
い
ふ
、
う
た
が
ひ
こ
と
ば
な
く
て
、
ら
ん
と
結

び
た
る
に
は
、
ド
ウ
イ
フ
事
デ
と
い
ふ
詞
を
そ
へ
て
う
つ
す
も

多
し
、（
一
〇
頁
）

と
あ
る
こ
と
と
合
わ
せ
て
有
名
な
箇
所
と
思
う
。

し
か
し
、
五
五
九
番
歌
に
つ
い
て
は
、「
う
つ
ゝ
に
は
ま
し
て
」
相

当
の
部
分
以
外
に
傍
線
が
無
く
、「
ド
ウ
シ
タ
コ
ト
ヂ
ヤ
」
は
文
中
の

何
ら
か
の
語
を
訳
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

疑
問
副
詞
句
を
用
い
た
文
の
助
動
詞
「
ら
む
」
の
訳
に
「
ヤ
ラ
」

を
充
て
た
も
の
と
し
て
は
、
先
に
示
し
た
と
お
り

い
つ
の
人
ま
に
う
つ
ろ
ひ
ぬ
ら
ん
な
ど
は
、
イ
ツ
ノ
ヒ
マ
ニ
散

テ
シ
マ
ウ
タ
事
ヤ
ラ
と
訳
す
、
ヤ
ラ
ら
ん
に
あ
た
れ
り
、（
九

頁
・
一
〇
頁
）

と
い
う
記
事
が
あ
る
。
こ
う
し
て
考
え
て
い
く
と
、
五
五
九
番
歌
の
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訳
文
に
つ
い
て
は
、「
ヤ
ラ
」
を
「
ら
む
」
に
充
て
、「
ド
ウ
シ
タ
コ

ト
ヂ
ヤ
」
は
他
の
何
ら
か
の
語
を
訳
し
た
も
の
と
見
え
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
た
時
に
は
、「
ド
ウ
シ
タ
コ
ト
ヂ
ヤ
」
に
係
助
詞

「
や
」
を
充
て
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
他
に
疑
問
の
概
念
を
表
す
語
が

文
中
に
無
い
か
ら
で
あ
る
。

係
助
詞
「
や
」
の
訳
出
法
に
つ
い
て
、『
古
今
集
遠
鏡
』
例
言
は
以

下
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
係
助
詞
「
や
」
の
疑
問

の
意
に
「
ド
ウ
シ
タ
コ
ト
ヂ
ヤ
」
と
い
う
疑
問
副
詞
句
が
何
故
充
て

ら
れ
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
。

疑
ひ
の
や
も
じ
は
、
俗
語
に
は
皆
、
カ
と
い
ふ
、
語
の
つ
ゞ
き

た
る
な
か
ら
に
あ
る
は
、
そ
の
は
て
へ
う
つ
し
て
い
ふ
、「
春
や

と
き
花
や
お
そ
き
と
は
、
春
ガ
早
イ
ノ
カ
花
ガ
オ
ソ
イ
ノ
カ
と

訳
す
が
ご
と
し
、（
九
頁
。
合
点
を
鉤
括
弧
で
示
し
た
）

し
か
し
、
他
に
そ
れ
と
言
う
べ
き
対
象
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、

こ
の
よ
う
に
考
え
て
お
く
。
副
助
詞
「
さ
へ
」
を
焦
点
化
す
る
係
助

詞
「
や
」
の
機
能
を
こ
の
よ
う
に
表
現
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

六
、「
ど
う
し
て
」
別
解
―
―
続
係
助
詞
「
や
」に
つ
い
て
―
―

前
節
で
大
団
円
と
し
て
本
稿
を
閉
じ
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、

も
う
一
つ
言
わ
で
も
の
こ
と
な
が
ら
思
う
と
こ
ろ
が
あ
り
、
稿
を
続

け
る
こ
と
と
し
た
。

本
稿
冒
頭
に
示
し
た

の
解
釈
に
つ
い
て
、
解
説
に
、

15

夢
に
も
会
え
な
い
嘆
き
を
歌
っ
た
歌
。
相
手
を
な
じ
る
気
持
ち

も
含
ま
れ
て
い
る
。（

。
二
六
〇
頁
）

15

と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
う
し
た
「
な
じ
る
」
含
意
を
、「
ど

う
し
て
」
と
表
現
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。

再
掲
に
な
る
が
、
２
と
７
が
、『
古
今
和
歌
集
』
五
五
二
番
歌
と
絡

め
て
、
五
五
九
番
歌
の
係
助
詞
「
や
」
の
持
つ
含
意
に
つ
い
て
、

「
や
」
は
五
五
二
の
「
や
」
と
同
様
だ
が
、
こ
の
ほ
う
が
相
手

を
問
い
つ
め
る
意
が
強
い
。（
２
、二
三
八
頁
。
７
、二
二
三
頁
）

と
解
説
し
て
お
り
、ま
た
案
内
に
暗
い
話
題
で
あ
る
が
、「
ど
う
し
て
」

な
ど
の
原
因
・
理
由
を
疑
う
疑
問
副
詞
句
に
つ
い
て
は
、
原
因
・
理

由
を
疑
う
用
法
の
他
に
、
問
い
か
け
の
形
式
で
相
手
を
難
詰
す
る
用

法
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

資
料
と
し
て
の
適
不
適
は
知
ら
な
い
が
、
た
ま
た
ま
見
て
い
た
吉

川
英
治
『
三
国
志
』（
本
文
は
吉
川
英
治
『
吉
川
英
治
歴
史
時
代
文
庫

三
国
志
（
一
）』〈
講
談
社
、
平
成
元
年
四
月
〉
を
使
用
し
た
。

33以
下
の
例
、
傍
線
は
引
用
者
）
に
よ
り
例
を
示
す
と
、
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原
因
・
理
由
の
疑
問
の
例

「
何
を
仰
る
ん
で
す
。
お
っ
母
さ
ん
！

ど
う
し
て
そ
ん
な
こ

と
を
」

母
の
心
を
酌
み
か
ね
て
、
劉
備
が
お
ろ
お
ろ
と
い
う
と
、（
八

六
頁
）

難
詰
の
例

「
お
っ
母
さ
ん
！

…
…
お
っ
母
さ
ん
！

…
…
一
体
、
な
に

が
お
気
に
さ
わ
っ
た
の
で
す
か
。
な
ん
で
折
角
の
茶
を
、
河
へ

捨
て
て
お
し
ま
い
に
な
っ
た
ん
で
す
か
」（
八
七
頁
）

後
者
は
後
続
の
文
に
「
母
は
、
歓
び
の
余
り
に
、
気
が
狂ふ

れ
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
？
」（
八
七
頁
）
と
ま
で
言
っ
て
お
り
、
非
難
の
気
持

ち
が
含
ま
れ
、
た
だ
の
疑
問
と
は
思
わ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

五
五
九
番
歌
の
疑
問
に
含
ま
れ
る
難
詰
の
よ
う
な
語
感
、
一
文
に

漂
う
気
配
を
写
す
の
に
、「
ど
う
し
て
」
を
使
う
運
用
も
中
に
は
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
筆
者
の
思
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

七
、
お
わ
り
に

『
古
今
和
歌
集
』
五
五
九
番
歌
の
助
動
詞
「
ら
む
」
に
つ
い
て
の
筆

者
の
解
釈
は
如
何
と
い
う
に
、ご
く
あ
り
ふ
れ
た
現
在
推
量
で
あ
る
。

そ
こ
か
ら
「
ど
う
し
て
」
は
ど
う
し
て
補
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

と
い
う
疑
問
を
持
ち
、
本
稿
を
起
こ
し
た
。

本
稿
を
起
こ
し
な
が
ら
、
６
や
８
の
書
き
ぶ
り
、

の
21

当
時
、
人
が
自
分
に
思
い
を
寄
せ
て
い
れ
ば
、
そ
の
人
は
夢

に
現
れ
る
と
い
う
俗
信
が
あ
っ
た
。「
夢
の
通
ひ
路
人
目
避
く
」

と
は
、「
人
が
、
夢
の
中
で
自
分
に
通
っ
て
く
る
道
で
、
人
目
を

気
に
し
て
通
っ
て
来
な
い
」
と
い
う
意
味
。
こ
れ
を
、「
き
っ
と

今
頃
、
人
目
を
避
け
て
通
っ
て
来
な
い
だ
ろ
う
」
と
現
在
推
量

で
解
釈
す
る
か
、「
ど
う
し
て
あ
の
人
は
、
人
目
を
避
け
て
通
っ

て
来
な
い
の
だ
ろ
う
」
と
原
因
推
量
で
解
釈
す
る
か
。
後
者
で

あ
ろ
う
。（
五
二
頁
・
五
三
頁
）

口
吻
な
ど
を
見
て
、
こ
の
疑
問
副
詞
句
を
補
う
解
釈
法
は
、
世
間
で

は
相
当
お
お
ら
か
な
運
用
に
任
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

本
稿
に
よ
り
、
筆
者
が
い
か
に
こ
の
語
法
を
窮
屈
に
捉
え
て
い
る

か
、
示
す
こ
と
が
出
来
た
と
思
う
。

そ
し
て
、『
古
今
和
歌
集
』
五
五
九
番
歌
の
助
動
詞
「
ら
む
」
に
対

す
る
疑
問
副
詞
句
を
補
う
解
釈
を
、
本
稿
に
述
べ
た
よ
う
な
大
層
な

説
明
が
必
要
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
こ
れ
で
た
い
へ
ん
よ
い
解
釈
で

あ
る
と
、
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
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【
注
】
引
用
文
は
漢
字
の
字
体
を
改
め
た
も
の
が
あ
る
。
傍
点
傍
線
な

ど
の
効
果
は
、
文
中
断
ら
な
い
限
り
、
底
本
マ
マ
。

【
初
校
時
追
補
】

竹
岡
正
夫
『
古
今
和
歌
集
全
評
釈
（
下
）』（
右
文
書
院
、
昭
和
五

一
年
一
一
月
）
は
投
稿
時
参
照
す
る
こ
と
を
得
な
か
っ
た
も
の
の
一

つ
だ
が
、
五
五
九
番
歌
の
助
動
詞
「
ら
む
」
に
つ
い
て
次
の
記
述
が

あ
る
。末

尾
の
「
ら
む
」
は
、
上
述
の
事
象
を
す
べ
て
推
察
し
て
述
べ

て
い
る
意
の
も
の
。
あ
の
人
は
、
夜
ま
で
も
、
夢
の
通
い
路
で

人
目
を
避
け
て
い
る
ん
だ
ろ
う
か
、
―
―
こ
ん
な
に
ち
っ
と
も

夢
の
中
に
来
て
く
れ
な
い
の
は
、
と
い
う
意
。『
金
子
評
釈
』
な

ど
の
ご
と
く
「
ど
う
し
て
」「
な
ぜ
」
の
ご
と
き
を
補
う
「
ら
む
」

で
は
な
い
。
上
の
「
よ
る
さ
へ
や○

」（『
窪
田
評
釈
』）
が
「
感
歎
」

の
意
の
「
や
」
と
す
る
の
は
誤
）
に
呼
応
し
て
い
る
。（
一
四
二

頁
）

「
四
」
で
述
べ
た
よ
う
な
係
助
詞
「
や
」
の
解
釈
を
否
定
し
さ
る
も

の
な
の
で
報
告
し
て
お
く
。
竹
岡
氏
の
訳
出
は
以
下
の
と
お
り
。

住
の
江
の
岸
に
ひ
た
ひ
た
と
寄﹅

る﹅

波
―
―
そ
の
夜﹅

さ
え
、
あ
の

人
は
夢
の
中
の
通
い
路
で
人
目
を
避
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。（
一
四
二
頁
）。

『
百
人
一
首
』
の
解
説
書
は
浜
の
真
砂
か
犬
の
糞
ほ
ど
あ
る
が
、
疑

問
副
詞
句
を
補
う
解
釈
を
示
し
た
管
見
で
は
早
期
の
文
献
が
投
稿
後

少
し
入
手
し
た
も
の
に
あ
っ
た
の
で
報
告
し
て
お
く
。
橋
本
武
『
解

説

百
人
一
首
』（
日
栄
社
、
昭
和
四
九
年
一
一
月
）
で
あ
る
。

住
の
江
の
岸
に
波
が
よ
る
―
―
そ
れ
と
同
じ
こ
と
ば
の〈
夜
〉

に
ま
で
も
、
夜
見
る
夢
の
中
で
の
通
い
路
の
逢お

う

瀬せ

に
、
あ
な
た

は
な
ん
だ
っ
て
人
目
を
避
け
よ
う
と
す
る
の
で
す
か
。
も
っ
と

大
胆
に
な
っ
た
っ
て
い
い
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。（
四
四
頁
）

星
瑞
穂
「
百
人
一
首
を
味
わ
う
【
三
〇
】
住
の
江
の
岸
に
よ
る
波

よ
る
さ
へ
や
夢
の
通
ひ
時
人
め
よ
く
ら
む
」（「
日
本
語
学
」
第
三
七

巻
第
一
号
、
平
成
三
〇
年
一
月
）
を
得
た
。
国
立
公
文
書
館
調
査
員

の
仕
事
は
楽
し
そ
う
で
あ
っ
た
。

松
田
武
夫
「「
和
歌
鑑
賞
「
す
み
の
江
の
岸
に
よ
る
波
よ
る
さ
へ

や
」」（「
解
釈
」
一
九
巻
一
二
号
、
昭
和
四
八
年
一
二
月
）
を
知
っ
た

が

の
蔓
延
に
よ
り
閲
読
の
機
会
を
得
て
い
な
い
。
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